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・ 第 l 章では，ダイヤモンド産業の歴史とダイヤモンドの工業的用途を述べ，ダイヤモンド産業発展のための課題を
示し，ダイヤモンドが先端技術分野で機能材料として期待される現状を説明し，本研究の目的と意義について述べて
いる。
第 2 章では， ダイヤモンドの評価手法としてカソードルミネッセンスと電子スピン共鳴について，その原理と測定
方法を示し，結晶欠陥とカソードルミネッセンスとの相関について赤外吸収の結果と関連させて議論し，欠陥の同定
方法を述べている。







































ことにより， ダイヤモンドの合成条件の研究， ダイヤモンドの電子材料としての発展に貢献し， ダイヤモンドの新た
な分野の需要拡大に可能性を示している。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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